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書評　『身近な水の環境科学 第 2版』　日本陸水学会東海支部会（編）

珪藻のような水中に生育する生物の生態（いきざま）
を研究するとき，水の物理化学的性質の知識は欠かせな
い。そのため，私の世代以上の珪藻研究者の多くは陸水
学や海洋学のバックグランドを持っていた人が多いよう
に思う。
最近では研究分野の細分化が進んだこと，そもそも珪

藻の環境応答に関わる生態研究者が絶滅状態にあること
もあり，珪藻学会の発表の中で，水の物理化学的パラ
メータや生物相互作用に関係した発表を聞くことがほと
んどなくなってしまった。
一方で，水環境問題は解決されておらず，珪藻研究者

がその解決に関わる機会が今後拡大すると考えられる。
水環境に関わる様々な知識と環境問題についての概略を
知るための日本語の入門書として本書はお薦めできる。
実際に水環境を測定する際には，姉妹本の『身近な水

の環境科学［実習・測定編］：自然の仕組みを調べるた
めに』も参考になるだろう。
本書は，大学の教養の教科書に用いることを念頭に幅

広く解説している。そのため，理解度を確認するための
章末問題も含まれている。本書を利用することで水環境
の幅広い知識を得て，水環境問題に挑戦する珪藻研究者
が出現することを期待したい。
購入判断の参考のため，目次を下記に記しておく。
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